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情報通信への投資の在り方
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日本の情報通信の、自律性・不可欠性確保を実現するために

「次世代通信」の主導権を握るための投資が不可欠
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「次世代通信」の2つのキーワード

NTN（非地上系通信） Open RAN/6G/AI
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「次世代通信」の2つのキーワード

NTN（非地上系通信） Open RAN/6G/AI



2026年 第4四半期以降国内サービス開始へ

※衛星通信でも最強を目指します ※サービスに使用する周波数帯・サービス提供方法（時間、価格など）については、現時点で未定です
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MNO主導の柔軟なネットワーク

っっっz

BlueBird衛星

無線アクセス設備コアネット
ワーク

インター
ネット

市販スマートフォン

衛星とゲートウェイ
間の通信

フィーダリンク
衛星とスマホ
間の通信

サービスリンク

通常のスマホと
同じ周波数を利用

ゲートウェイ

コントロール範囲

光回線

衛星1機から複数のビームを
角度を変えながら照射し、

広範囲をカバー可能コントロール範囲

地上側では、楽天モバイルの周波数や無線アクセス設備を利用するしくみ

フェーズドアレイ
アンテナAST

SpaceMobile社
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「次世代通信」の2つのキーワード

NTN（非地上系通信） Open RAN/6G/AI
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楽天は世界最大規模の商用Open RANを実現

インター
ネット

4G/5G
基地局

コアネットワーク

無線アクセス
設備

無線アクセスネットワーク
（RAN）

スマート
フォン等

4G/5G
コアネット
ワーク

完全仮想化・クラウド化

Open RAN

RANのインテリジェント化(RIC)

仮想化
(vRAN)

仮想化

DU / CURU

出典：総務省「令和7年版情報通信白書」

完全仮想化+Open RANの採用により、設備投資や運用コストを大幅に削減
この取り組みが基地局市場の変革に繋がる

上位5社のシェア合計が
93.7％の寡占状態
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世界初、自律型ネットワークレベル４認定

※:https://corp.mobile.rakuten.co.jp/news/press/2025/0528_01/ ※:https://corp.mobile.rakuten.co.jp/news/press/2026/0219_01/

NICTの研究開発プロジェクトを経て、AIを活用したRICの商用導入
TM ForumよりRAN省電力化において世界初のレベル4認定を取得

※1

※1商用Open RAN環境におけるTM Forumの「RAN Energy Efficiency Optimization」シナリオ（GB1059H）として。2026年2 月時点（TM Forum調べ）
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Open RAN市場の成長予測

Samsung
42.7%

Rakuten Symphony

23.4%

Mavenir
10.4%

NEC
7.9%

Fujitsu
5.5%

Nokia
4.2%

Other
5.8%

Open RANソフトウェアの売上シェア
（2025年上期）

Source: Omdia © 2025 Omdia

RAN市場全体に占めるOpen RANの割合は2025年時点で10%以下に留まるものの、
今後5年間で2倍以上に成長。オープン化前提の6Gで2030年以降も継続拡大が見込める。

Open RANの有利なシェアと市場拡大機会を活かし、日本企業の更なる成長に繋げる
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• シスコシステムズ合同会社
• Airspan Networks, Inc.
• Tech Mahindra Limited

楽天が培った O - RAN の技術を海外にも積極的に展開中
シェア拡大に向けて 2026 年に複数の通信事業者で

O - RAN 実装に向けた PoC を実施

リアル Open RAN
ライセンシングプログラム

• AT&T 社
• Tejas Networks 社 etc …

顧客数*（ 2025 年12月末）
クウェート

Zain Kuwait

ケニア

Telkom Kenya
スリランカ

SLT-MOBITEL

ベトナム

MobiFone

バングラデシュ

Grameenphone

ドイツ

1&1

74 社
（前年同期比+30顧客）

*：PoC、MoUを含む
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標準化(6G Open RAN含む) ＆権利化

実証実験(PoC) 開発

2030年頃の商用化に向け6G標準化に
Open RANを組み込むための活動を本格化したい

コンソーシアム組成・実証実験を行い優位性の確立を目指す

実績有する
技術提案

標準動向踏まえた
タイムリーな開発

開発内容を
早期に効果検証

6Gに向けたOpen RAN標準化活動
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楽天が目指す6Gの世界観

インターネット4G/5G 基地局

コアネットワーク

RSU＋センサ

5 G

Sub6  & mmW

4G

リピータ

Open RAN

SMO

RIC(AI)

コ
ア

外
部

DC

NTN

サービスレイヤー

交通 社会インフラ ファイナンス 医療 農業 教育

サステナブルネットワーク

エッジビル

エッジクラウド

セントラルビル

トランス
ポート

APN APN

AIが中核となる6G時代は、楽天モバイルの通信サービス
と楽天グループのコンテンツ・サービスをAIで統合し

新しい価値の創造と社会課題解決実現を目指す

NWレイヤ デジタルツイン

物理レイヤ

UE

商業施設
デジタルツイン

NWレイヤ イノベーションハブ

AI

デジタルツインを活用するオープンな通信AIラボ
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6Gが実現する未来–楽天ユニークな取組み

楽天のアセットと６G通信サービスを統合した
新たなサービスを創造し「強い地域経済の構築」に貢献

楽天の持つアセット AI 6Gが創る新たな空間

•30年間で70以上
のサービスを
開発・リリース

•プロスポーツを通じて、
地域経済に貢献してきた知見

• 場所・空間を超えた
イマーシブな体験

• 地域産品の販売機会の
拡大

• 周遊観光の活性化
• 地域独自コンテンツの
開発 等々
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